
 

～翼を広げて～④   

 夏休みが終わり 9 月に入りました。私がお話ししてきた区切りでは「第 3 タ

ーム  応用力養成期」ということになります。しかし今もしも「夏休み」に“思

うように基礎力が伸ばせなかった”と感じる人がいたとしても決して焦っては

いけません。今からが現役生にとっての本当の意味での勝負の時となっていき

ます。1 ランクアップを目指すならここが最後のチャンスです。この 9 月こそ

脇目も振らず勉強に没頭しましょう。この時期にはセンター出願があったり、

人によっては「AO 入試」「推薦入試」に出願したり、場合によっては結果が出

てきたりします。そういう周囲の状況を見るにつけ、気持ちが落ち着かなくな

ったりするものです。そんな状況に惑わされることなく自分の力を伸ばしてく

ださい。安易に結果を求めては本来の自分の目標を見失ってしまいます。  

 進路を考える時、取りあえず「行き先を確保する」こと以上に「今の自分を

磨ききって（自分と）勝負する」ことが大切だと思います。なぜなら最終目的

は大学の名前をゲットすることではありません。自分が豊かな人生を生きてい

くことです。一生懸命に…なりたい自分に近づいていくことだからです。  

 その為にも担任の先生や進路の先生の話をしっかり聞くアンテナを今まで以

上に張っておきましょう。先生方は今までの経験と、現在の情報を駆使してあ

なた達を最大限、サポートしていきます。  

 その上で最後に決断し、行動を起こすのは自分自身です。自分に責任を持っ

てしっかり情報を逃さないようにしてください。  

 

 *************************************************************  

  保護者の皆様へ  

 

 7 月にお配りした年次通信にも書かせていただきましたが、今週末の 9 月 7

日（土）に第 2 回 3 年次保護者全体会を実施いたします。（別紙ご案内のプリ

ントを配布させていただいております）今回は進路部長から進路実現に向けて

のお話や手続き上の大切なご連絡をさせていただきますので、お忙しい中とは

存じますが是非ともご出席いただけますようお願い申し上げます。  

 

入試制度改革や大学定数厳格化の影響で「超安全志向」と言われる今年の入

試ですが、大切なことは焦らないことだと思います。お子様も不安や焦りと戦

っている日々だと思いますが、どうぞ後期入試までしっかりと力をつけて臨む

よう粘り強く見守ってあげてください。  

そして何かご相談がございましたら、小さなことでもご遠慮なくお聞きくだ

さい。  
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☆  センター試験  出願に向けて  

 

9 月 3 日（火）放課後【講義棟】  センターガイダンス①  

    ◎  要項（出願書類等）を受け取ります  

 

  10 日（火）センター試験志願票下書き  提出締め切り  

     ◎  下書きを見てもらったらその通りに清書しましょう  

     ◎  各自、受験料を振り込みに行きましょう  

 

  26 日（木）センター試験志願票  校内締め切り 16：00 

    ◎  振込みも済ませて提出  

 

 

    学校で一括出願   

 

☆  指定校推薦  校内選考  

      ◎  指定校推薦の出願には必ず学校への申し出が必要になります。 

        また様々な条件を満たさなければなりません。よく説明を  

        聞いてから第一志望校のみ申込をしましょう。  

 

 9 月 4 日～6 日  指定校推薦一覧開示  

      ◎  希望者は 16：00～ 16： 50 選択 6 教室へ  

 

   10 日（火）指定校推薦入試等校内選考申込書  提出締め切り  

      ◎  指定校推薦は私大のみですが、国公立の公募推薦入試の  

中には各高等学校から出願人数を制限されているものが  

あります。これについても校内選考を行う必要がありますが  

        それは学校で一覧を用意していません。各自で自分が受験  

しようと思う国公立大学の募集要項・条件に目を通し、人数  

制限があった場合、必ず担任の先生に出願の意思を伝え  

ましょう。  

 

☆  視野を広げよう   

   目先のことばかりに目がくらんでしまったり、振り回されたりする  

のではなくアンテナを広く張り、何が大切かを見失うことなく平常心を  

忘れることなく、日々の学校生活を充実させていきましょう。どこの学校

へ進んでも（就職しても）、そこで活躍できる（イキイキ活動できる）自

分の力を身につけて卒業してほしいと思っています。  


